
中学生向け数学               中学校      学年 氏名 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２０５ａ０１１２２６ｈｉｖ  ２０００年新潟県  難易度２ 

右の図のように、ＡＢ=４ｃｍ、ＢＣ=７ｃｍの 

平行四辺形ＡＢＣＤがある。辺ＢＣ,ＡＤ上に 

それぞれＢＥ：ＥＣ=２：１、 

ＡＦ：ＦＤ=１：１となる点をＥ、Ｆをとる。 

線分ＡＥとＢＦの交点をＧとする。 

このとき、次の問に答えよ。 

１）★△ＡＧＦ∽△ＥＧＢを証明せよ。 

２）★ＡＧ：ＧＥを求めよ。 

３）★★平行四辺形ＡＢＣＤの面積は△ＡＧＢの面積の何倍か求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）△ＡＣＦと△ＥＧＢにおいて、 

∠ＦＡＧ=∠ＢＥＧ（平行線の錯角）・・・・・① 

∠ＡＧＦ=∠ＥＧＢ（対頂角）・・・・・② 

①、②より２組の角がそれぞれ等しいので△ＡＣＦ∽△ＥＧＢである。 

２）ＢＣを６とすれば ＡＦ：ＢＥ=ＡＧ：ＧＥ＝３：４ 

３）△ＡＢＦは平行四辺形の４分の１ 

ＦＧ：ＧＢ=３：４から△ＡＧＢは△ＡＢＦの 7 分の４である 

△ＡＧＢは  １／４×４／７ 

７：１ 


